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「第６回南魚沼グルメマラソン」
～マラソンと食の祭典～



シリーズで南魚沼市立の学校を紹介します

 南魚沼市立城内中学校
シリーズ

16
〒949－7137 南魚沼市上原129－6　☎775－2011／FAX 775－3784

◆ 全校生徒数　122人　　◆ 職員数　14人（5月1日現在）

教育目標

　城内中学校は、文武
両 道 を 校 訓 に、 知・
徳・体の調和のとれた
教育を進めています。
　「城中文化」を合い
言葉に、生徒はよりよ
い校風を受け継ぎ発展
させるため、生徒会を
中心に取り組んでいま
す。

八海山のような 清く 賢く たくましい生徒
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関わり合う授業 全校観桜昼食会 マラソン大会

  

城
内
中
学
校 

校
歌

�

作
詞　

高
橋
泰
孝

�

作
曲　

今
井
虎
夫

八
海
の　

裾
野
ゆ
た
か
に

風
和
み　

美
し
田
園

す
こ
や
か
に　

萌
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光
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学校間・家庭・地域との連携
　城内小・中学校のPTAで、「四角い窓に関する家庭教育
宣言」をし、基本的生活習慣の乱れを防ぐために、テレビ
やパソコンなどのメディア接触時間のコントロ－ル力を育
てています。また、社会性の育成をめざして、トミオカホ
ワイト美術館ジュニア学芸員などのさまざまな地域貢献を
したり、城内小学校と連携して通学路で花を育てたり、あ
いさつ運動に取り組んだりしています。

知 めあてをもち、進んで
学習に取り組む生徒

正しく判断し、思いやり
と協調性をもった生徒

規則正しく生活し、
心身ともに健康な生徒徳 体

　生徒同士の関わり合いをとおし、
「分かる・できる」を実感する授
業づくりをしています。

　仲間と心を通わせ、集団生活の
向上をめざして協力しながら活動
しています。

　気力や体力を向上させるため、
全校体力づくりやマラソン大会な
どで鍛えています。

四
角
い
窓
に
関
す
る

　
　
啓
発
ポ
ス
タ
ー
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聞
の
川
柳
欄
に
、「
父
の
日
や
何
の
気
遣

い
せ
ぬ
家
族
」
と
い
う
句
が
載
っ
て
い
た

の
を
目
に
し
て
、
や
は
り
そ
う
か
と
妙
に

納
得
し
た
も
の
で
す
。

　
「
理
想
の
父
親
像
は
、
著
名
人
の
中
で

誰
か
？
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
が
多
数
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
母
親
像
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

「
母
は
産
む
性
」
で
あ
り
、
誰
か
に
た
と

え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
そ
う
で

す
。
こ
れ
も
大
い
に
納
得
で
す
。「
母
な

る
大
地
」「
母
な
る
海
」
と
い
う
言
葉
を

耳
に
し
ま
す
が
、
父
な
る
何
々
と
の
表
現

は
あ
ま
り
耳
に
し
ま
せ
ん
。
や
は
り
「
さ

れ
ど
母
（
親
）
は
強
し
」
が
現
実
の
よ
う

で
す
。
父
親
の
一
人
と
し
て
は
、
何
か
も

の
悲
し
さ
を
感
じ
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
世
間
の
厳
し
い
風
を
一
身
に
受

け
な
が
ら
一
家
を
背
負
っ
て
い
く
の
は
、

や
は
り
父
親
の
責
務
で
あ
り
、
そ
れ
も
ま

た
現
実
で
す
。
お
互
い
に
現
実
を
見
据
え

つ
つ
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
家
族
の
た
め
、

そ
し
て
社
会
の
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

何
か
悲
壮
感
が
に
じ
む
よ
う
で
す
が
…

「
悲
壮
な
る
父
の
た
め
に
も
そ
の
日
あ
り
」

（
相あ

い

生お
い

垣が
き

瓜か

人じ
ん

）

　

み
な
さ
ま
が
元
気
に
あ
ふ
れ
、
健
康
で

今
年
の
梅
雨
を
乗
り
こ
え
ら
れ
る
よ
う
、

お
祈
り
申
し
上
げ
、
今
月
の
一
言
日
記
と

い
た
し
ま
す
。

「
父
の
日
の
一
考
」　

　

先
月
の
１９
日
に
、
新
潟
県
内
も
梅
雨
入

り
宣
言
が
な
さ
れ
、
今
ま
さ
に
梅
雨
の
真

最
中
で
す
。
例
年
の
こ
と
で
す
が
、
梅
雨

の
終
盤
に
は
大
雨
が
降
る
危
険
性
が
高
く
、

水
害
等
へ
の
十
分
な
備
え
が
必
要
で
す
。

市
役
所
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
み
な
さ
ま

も
万
が
一
の
場
合
を
想
定
し
て
、
ま
ず
は

自
身
を
守
る
こ
と
等
、
万
全
の
注
意
と
準

備
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
６
月
２１
日
は
「
父
の
日
」
で
し

た
。
世
の
お
父
さ
ん
方
は
、
お
子
さ
ん
や

奥
さ
ん
か
ら
感
謝
や
労
い
の
言
葉
と
と
も

に
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
も
受
け
と
ら
れ
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
、「
母
の
日
」

と
比
べ
、
家
庭
内
で
そ
の
存
在
感
が
薄
い

の
が
現
実
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
あ
る
新

市
長
の
一言

�
日
記

国際大学留学生
　お国自慢コーナー ~ boast of my country ~

シリーズ

第27回
コートジボワール共和国 　ディアビ コホトゥム さん

私の国はこんなところ
　コートジボワールは、多様な文化と60以上の
民族が混在し、西アフリカに位置するとても美し

い国です。ギネスブックに載る世界最大の教会「バジリカの平和の聖母の大
聖堂」は、1985年に建てられた荘厳な教会で観光客に人気があります。文
明博物館には、国の歴史を語る多くの展示物があります。グラン・バッサム
ビーチには、素敵なホテルやレストラン、伝統的な民芸品を売るお土産屋が
あります。
　郷土料理は、「アチェケ」という発酵したキャッサバ芋を乾燥させて蒸し
たものを、フライドチキンや魚のフライにのせたものがあります。そのほか
に辛味を添えて食べる揚げバナナ「アロコ」が有名です。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼の文化や生活、言葉は私の国とは違うので、毎日新しい発見があり、
楽しい時間を過ごしています。私のお気に入りの場所は、冬の八海山麓ス
キー場です。今までスキーをする機会がなかったので、とても興味がありま
す。好きな食べ物は、地元の食材を使った天ぷらです。私は、南魚沼の環境
や文化、親切な人たちが大好きです。

コートジボワール共和国

［公用語］フランス語
［首　都］ヤムスクロ
［面　積］322,460㎢（67位）
［人　口］22,671,331人
［GDP（PPP）］340億ドル（92位）
［通　貨］CFAフラン（XOF）
※�GDPは国内総生産のことで、購買力平
価説（PPP）により算出した数値です
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　保険証の記載内容を確認し、大切に保管ください。7月31日㈮までに届かなかったり、記載内容に誤り
がある場合は、国保年金係に連絡ください。

対　　象　　者 有効期限 理　　由

1 平成28年7月31日までに75歳になる人 75歳の誕生日の前日 後期高齢者医療制度
へ移行します

2 平成28年7月31日までに70歳になる人 70歳になる誕生月の月末
※1日生まれは、誕生月の前月末

保険証兼高齢受給者
証になります

3 平成28年7月31日までに65歳になる退
職医療の人（退職本人の扶養者を含む）

65歳になる誕生月の月末
※1日生まれは、誕生月の前月末

退職医療から一般の
保険証に変わります

4 転出した国民健康保険の学生で、平成
28年3月に卒業予定の人 平成28年3月31日 卒業すると資格がな

くなります

1～ 3の対象者…有効期限までに新しい保険証を郵送します。
4の対象者…3月に非該当の届出用紙を郵送しますので、提出ください。

8月1日からの国民健康保険・後期高齢者医療制度の保険証を送付します
� 【問合せ】市民課　国保年金係　☎773－6661

❖�7月下旬に世帯分をまとめて、世帯主あてに送
付します。

❖�すでに社会保険などに加入している人は、国民
健康保険をやめる手続きをしてください。
職場を退職し、社会保険などに加入していない
人は、国民健康保険に加入する手続きをしてく
ださい。
窓口 �市民課、大和・塩沢市民センター

❖��70 ～ 74歳の人は、保険証に「高齢者受給者証
一部負担割合」が表示されています。

❖�7月下旬に1人ひとりに送付します。
❖「減額認定証」がすでに交付されている人には、

8月から使用する新しい認定証を7月下旬に送
付します。

国民健康保険に加入のみなさん 後期高齢者医療制度に加入のみなさん

新しい保険証はベージュ色です 新しい保険証は桃色です

保険証の有効期限は、平成28年7月31日で
すが、次の人は、有効期限が短くなります
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保険証の自己負担割合
　毎年、同一世帯の後期高齢者医療制度加入者の前年度所得に応じて、医療費の自己負担割合を判定し
ます。今月送付する新しい保険証に記載されている自己負担割合（1割、または3割）は、8月1日から
1年間適用となる医療費の自己負担割合です。

❖1割負担となる人
　同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者の中に、145万円以上の市・県民税課税所得の人がいない場合

❖�3割負担（現役なみ所得者）となる人
　同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者の中に、145万円以上の市・県民税課税所得の人がいる場合
※�145万円以上の市・県民税課税所得の人がいる場合でも、世帯の収入・所得状況が基準額未満であれ

ば、申請により1割負担となります。該当すると思われる人には、市民課から通知書を送付します

平成27年度の保険料
　7月中旬に、年間保険料額の通知書を送付します。

❖保険料の納付方法　～平成27年度の時期と方法～
　保険料の納付方法は、「特別徴収（年金天引き）」「普通徴収（納付書か、口座振替）」「最初は普通徴収
で、10月から特別徴収に切り替わる場合」の3通りです。納付方法はそれぞれ異なります。7月中旬に届
く通知書を確認ください。
特別徴収…年金から天引きで納めていただいている人

　　　　　

時　期 4月 6月 8月 10月 12月 平成28年2月

方　法 天引き 天引き 天引き 天引き 天引き 天引き

10月～平成28年2月の納付額は、確定した年間保険料から、4月～ 8月の納付額を差し引いた
残額を納めていただきます

普通徴収…7月から納付書か、口座振替で納めていただく人

　　　　　

時　期 4月～ 6月 7月～平成28年3月

方　法 納付なし 納付書、または口座振替

年間保険料額を、7月～平成28年3月に分けて納めていただきます
月々の保険料額は、通知書に記載されています

※�年度途中で、納付方法が納付書や口座振替から年金天引きに変わる人がいます。その場合、年間保険料
から、納付書や口座振替による納付額を差し引いた残額を納めていただきます。年間保険料の合計額は
変わりません

後 期 高 齢 者 医 療 保 険
� 【問合せ】市民課　国保年金係　☎773－6661

保険料の納付方法の変更  ～年金天引きから口座振替に変更できます～
　変更には市民課と金融機関の両方で手続きが必要です。詳しくは、国保年金係に問い合せください。
❖手続きに必要なもの　振替口座の情報（口座番号など）、通帳の届出印、保険証
※�家族の口座からの納付に変更した場合、社会保険料控除は実際に負担をした口座の名義人に適用

されます。これにより、世帯全体の所得税や市・県民税額に影響する場合があります。注意くだ
さい
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国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
と
猶
予

～
手
続
き
は
お
早
め
に
～

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
市
民
課�
国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

　

国
民
年
金
は
、
２０
歳
か
ら
６０
歳

ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る

基
礎
年
金
で
す
。

　

平
成
２７
年
度
の
保
険
料
は
、
月

額
１
５
，５
９
０
円
で
す
。
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
申
請

に
よ
り
、
免
除
・
納
付
猶
予
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
制
度
は
、「
全
額
免
除
」

「
４
分
の
３
免
除
」「
半
額
免
除
」

「
４
分
の
１
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

３０
歳
未
満
の
人
に
限
り
、
保
険
料

全
額
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
納

付
猶
予
」
も
あ
り
ま
す
。
免
除
・

猶
予
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
手

続
き
が
必
要
で
す
。

※�

い
ず
れ
の
場
合
も
前
年
所
得
や

扶
養
人
数
で
審
査
・
決
定

免�

除
・
猶
予
対
象
期
間

平
成
２７
年
度
（
２７
年
７
月
～
２８

年
６
月
）

受
付
期
間　
７
月
～
随
時

申�

請
場
所　

市
民
課�

国
保
年
金

係
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン

タ
ー
、
六
日
町
年
金
事
務
所

ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
基
金

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県
国
民
年
金
基
金

�

☎
０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金

を
補
う
た
め
、
上
乗
せ
さ
れ
る
公

的
な
年
金
制
度
で
す
。

加�

入
条
件　
国
民
年
金
１
号
被
保

険
者
（
保
険
料
免
除
者
は
除

く
）
で
保
険
料
を
納
付
し
、
日

本
国
内
に
住
所
が
あ
る
人

加
入
利
点
と
注
意
事
項

・�

掛
金
（
保
険
料
）
は
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象

・�

受
取
年
金
は
、
公
的
年
金
等
控

除
の
対
象

・�

掛
金
額
や
支
払
年
数
、
受
取
金

額
な
ど
を
選
択
可
能

・�

付
加
年
金
と
ど
ち
ら
か
一
つ
の

加
入
（
重
複
不
可
）

・�

農
業
者
年
金
加
入
中
の
場
合
は

加
入
不
可

・�

上
乗
せ
年
金
の
た
め
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
必
要

国
民
健
康
保
険

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
市
民
課�

国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

　

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」（
以
下

「
認
定
証
」）
な
ど
を
提
示
す
る
と
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い

で
済
み
ま
す
。
市
役
所
で
申
請
し
、

「
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

７０
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
健
康

保
険
税
に
未
納
や
滞
納
が
あ
る
と

交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
時
に
納
付
状
況
を
確
認
し
ま

す
。

　

７０
歳
以
上
の
人
は
、
市
・
県
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
が
交
付
対
象

で
す
。
市
・
県
民
税
課
税
世
帯
の

人
は
、
保
険
証
が
「
認
定
証
」
の

役
割
を
兼
ね
ま
す
の
で
、「
認
定

証
」
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
認
定
証
」の
交
付
を
受
け
な
い

場
合
や
、
複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
し
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
場
合
は
、
受
診
月
か
ら
早
く
て

２
か
月
後
の
月
末
に
、「
高
額
療
養

費
支
給
申
請
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
領
収
書
の
添
付
が

必
要
で
す
。
保
険
適
用
分
の
医
療

費
自
己
負
担
額
か
ら
限
度
額
を
差

し
引
い
た
額
が
高
額
療
養
費
と
し

て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請

く
だ
さ
い
。

更
新
手
続
を
８
月
１
日
か
ら
受
付

　

現
在
、「
認
定
証
」
を
お
持
ち

で
、
引
き
続
き
必
要
な
人
は
、
８

月
中
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

必
要
な
も
の　
保
険
証
、
印
鑑　

申�

請
先　
市
民
課�

国
保
年
金
係
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

自
己
負
担
限
度
額
な
ど
の
詳
細

は
、
７
月
下
旬
に
送
付
す
る
国

民
健
康
保
険
の
保
険
証
に
同
封

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ミ
ニ
ミ
ニ

国
保
」〔
10
～
13
ペ
ー
ジ
〕
を

ご
覧
く
だ
さ
い

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

「
後
発
医
薬
品
」
と
も
呼
ば
れ
、

新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の
独
占

販
売
期
間
が
終
了
し
た
後
に
、

新
薬
と
同
じ
主
成
分
で
開
発
・

製
造
さ
れ
た
医
薬
品
で
す
。
価

格
が
新
薬
の
３
～
５
割
程
度
で
、

経
済
的
負
担
が
少
な
く
な
り
ま

す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
得

た
、
新
薬
と
同
等
の
安
全
基
準

を
満
た
し
て
い
る
信
頼
で
き
る

薬
で
す
。
ま
ず
は
使
用
に
つ
い

て
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

薬
の
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

　

薬
の
も
ら
い
過
ぎ
に
よ
る
飲

み
残
し
や
、
複
数
の
医
療
機
関

か
ら
重
複
し
て
薬
を
も
ら
う
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
薬
の
飲

み
合
せ
や
過
剰
な
摂
取
は
、
副

作
用
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。
お
薬
手
帳
を
活
用
し
、
医

師
や
薬
剤
師
に
点
検
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

薬
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？保険証にジェネリック医薬品希望

シールを同封します。利用ください
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臨
時
福
祉
給
付
金

【
問
合
せ
・
申
込
み
】�

臨
時
福
祉
給
付

金
事
務
局
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

�
☎
７
７
５

－

７
５
５
５

　

昨
年
度
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得
の
低
い
人
に

臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、「
臨
時
福
祉
給

付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
）

・�

基
準
日
〔
平
成
２７
年
１
月
１
日
〕
に
南

魚
沼
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
が
あ

る
（
外
国
人
を
含
む
）

・�

平
成
２７
年
度
の
市
・
県
民
税
（
均
等

割
）
非
課
税
者
と
非
課
税
者
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
人

※�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
と
基
準
日

以
降
に
死
亡
し
た
人
は
、
対
象
外

給
付
額　
１
人
に
つ
き
６
，０
０
０
円

※�

申
請
書
は
、
８
月
上
旬
か
ら
発
送
予
定

市
・
県
民
税
申
告

　

所
得
が
な
い
・
少
な
い
人
も
申
告
が
な

い
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
軽
減
措
置
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
告
が
必
要

な
人
に
、
税
務
課�

市
民
税
係
（
☎
７
７

３

－

６
６
６
８
）
か
ら
４
月
に
「
申
告
書

の
提
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
を
通

知
し
て
い
ま
す
。
送
付
の
あ
っ
た
人
は
、

申
告
く
だ
さ
い
。（
税
務
署
へ
の
確
定
申

告
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

平
成
２８
年
度 

保
育
施
設
の

要
支
援
児
入
園
募
集
を
開
始

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
子
育
て
支
援
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
２
２

　

障
が
い
な
ど
の
理
由
で
、
保
育
園
・
認

定
こ
ど
も
園
（
保
育
施
設
）
で
専
任
職
員

の
対
応
が
必
要
な
児
童
の
保
育
環
境
確
保

の
た
め
に
、
要
支
援
児
の
入
園
募
集
を
行

い
ま
す
。

対
象
児
童

①�

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

③�

①
・
②
と
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
と
、

医
師
が
診
断
し
た

④�

療
育
相
談
な
ど
で
「
要
観
察
」
と
な
り
、

医
師
が
「
専
任
職
員
の
対
応
が
必
要
」

と
判
断
し
た

提�

出
書
類　
入
園
申
込
書
、
保
育
園
等
入

園
基
準
指
数
表
、
就
労
証
明
な
ど
保
育

の
必
要
性
を
証
明
す
る
書
類
（
就
労
証

明
書
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
の
写
し
、

母
子
手
帳
な
ど
）、
対
象
児
童
を
証
明

す
る
書
類
（
手
帳
の
写
し
、
医
療
機
関

な
ど
の
診
断
書
、
専
任
職
員
の
対
応
を

必
要
と
す
る
医
師
の
紹
介
状
な
ど
）

募
集
期
間　
７
月
１
日
㈬
～
３１
日
㈮

受�

付　
子
育
て
支
援
課
、
大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー
、
第
１
希
望
の
園

注
意
事
項

①�

現
在
、
保
育
園
な
ど
に
入
園
し
、
平
成

２８
年
度
も
保
育
施
設
で
の
保
育
を
希
望

す
る
場
合
も
申
込
み
が
必
要
で
す

②�

障
が
い
が
あ
る
場
合
で
も
、
保
育
に
欠

け
な
い
児
童
は
入
所
で
き
ま
せ
ん

③�

入
園
後
の
適
切
な
保
育
の
た
め
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
「
遊
び

の
教
室
」
を
案
内
し
ま
す

④�

療
育
に
関
す
る
相
談
は
、
保
健
課
（
☎

７
７
３

－

６
８
１
１
）
で
応
じ
ま
す
。

心
配
ご
と
な
ど
を
相
談
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

受
給
者
証
更
新
申
請
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況

届　【
問
合
せ
・
届
出
】
子
育
て
支
援
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
２
２

　

８
月
は
各
種
手
当
な
ど
の
現
況
届
・
受

給
者
証
更
新
申
請
・
所
得
状
況
届
期
間
で

す
。

　

届
出
が
な
い
と
、
引
き
続
き
手
当
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

該
当
す
る
人
に
、
７
月
中
旬
に
通
知
し

ま
す
。
期
間
内
に
届
け
出
く
だ
さ
い
。

会
場　
本
庁
舎
２
階�

小
会
議
室

※�

受
付
は
本
庁
舎
の
み
。
特
別
児
童
扶
養

手
当
所
得
状
況
届
は
、
９
月
１
日
㈫
～

１０
日
㈭
は
子
育
て
支
援
課
で
受
付

受
付
期
間

通
常
受
付

　

８
月
３
日
㈪
～
３１
日
㈪
の
平
日

土
日
受
付

　

８
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰
、
２９
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

見
直
し
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施

【
問
合
せ
】
都
市
計
画
課�

都
市
計
画
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
２

　

平
成
１８
年
度
に
策
定
し
た
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、
都
市
計
画
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
で
て
い

ま
す
。

　

新
た
な
社
会
の
需
要
と
変
化
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
今
年
度

に
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

　

見
直
し
の
基
礎
的
な
資
料
と
す
る
た
め
、

住
民
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

協
力
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
７
月
上
旬
～
中
旬

※�

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
民
間
業
者
に
委

託
を
し
、
返
送
先
は
民
間
業
者
と
な
り

ま
す
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市
で
は
産
業
の
振
興
や
、
商
工
業
者
の

経
営
の
安
定
、
設
備
投
資
な
ど
を
支
援
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

Ｑ

事
業
者
向
け
に
、
市
で
行
う
有
利
な

融
資
制
度
は
な
い
の
？

A

「
地
方
産
業
育
成
資
金
」
が
あ
り
ま

す
。
借
入
れ
は
１
，０
０
０
万
円
（
利

率
：
１
．７
～
２
．２
％
）
が
上
限
で
、

返
済
期
間
は
５
年
～
７
年
で
す
。
利
用

は
、
市
内
金
融
機
関
に
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ

そ
の
他
に
、
融
資
な
ど
の
制
度
や
補

助
は
あ
る
の
？

A

「
地
方
産
業
育
成
資
金
」「
新
潟
県

小
口
零
細
企
業
保
証
制
度
資
金
」
の
利

用
者
に
、
借
入
れ
時
に
必
要
な
信
用
保

証
料
の
一
部
を
補
給
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
補
給
割
合
は
５０
～
１
０
０
％
で

す
。
借
入
融
資
の
種
類
や
金
額
で
違
い

が
あ
り
ま
す
。

国
や
新
潟
県
が
行
う
「
も
の
づ
く
り
を

応
援
す
る
補
助
金
」
を
受
け
、
も
の
づ

く
り
を
す
る
人
に
は
、
１
０
０
％
の
補

給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

借
入
れ
利
息
へ
の
補
助
制
度
は
な
い

の
？

A

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
行
う
小
規
模

事
業
者
経
営
改
善
資
金
の
利
用
者
に
、

利
子
の
１
％
を
超
え
る
部
分
を
、
３
年

間
補
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ

自
分
た
ち
で
作
っ
た
製
品
を
海
外
で

販
売
し
た
い
け
ど
、
手
助
け
し
て
く
れ

る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
？

A

市
と
国
際
大
学
、
市
内
の
金
融
機
関
、

商
工
会
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
「
Ｉ
Ｃ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
（
ア
イ
ク
ラ
ブ
）」
で
は
、

国
際
大
学
の
講
師
や
学
生
と
と
も
に
、

企
業
の
海
外
進
出
や
販
路
拡
大
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

Ｑ

外
国
人
に
向
け
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
外
国
語
対
応
に
し
た

い
け
ど
、
身
近
な
相
談
先
は
？

A

外
国
語
対
応
も
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
が
お

手
伝
い
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
外
国
語

版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や
、
従
業
員

の
英
語
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

事
業
所
で
が
ん
ば
っ
て
働
く
人
が
、

技
術
を
高
め
た
り
、
資
格
を
取
る
た
め

に
、
応
援
す
る
制
度
は
な
い
の
？

A

市
内
の
事
業
所
が
、
中
小
企
業
大
学

校
や
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
な

ど
の
訓
練
施
設
に
、
技
術
向
上
や
資
格

取
得
を
目
的
と
し
て
社
員
を
派
遣
す
る

と
、
受
講
料
の
２
分
の
１
の
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

※
上
限
は
１
事
業
所
に
つ
き
、
１
年
間
に

３
人
ま
で

Ｑ

工
場
が
増
え
る
と
、
市
民
の
働
く
場

所
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
け
ど
、

工
場
を
新
し
く
建
設
す
る
場
合
な
ど
に
、

支
援
す
る
制
度
は
あ
る
の
？

A

工
場
の
新
設
・
増
設
・
移
設
に
伴
い
、

雇
用
が
増
加
す
る
場
合
に
は
、「
企
業

立
地
促
進
条
例
」
に
よ
る
支
援
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

支
援
内
容

①
工
場
や
設
備
を
増
や
し
た
部
分
の
う
ち
、

直
接
事
業
に
使
う
部
分
の
固
定
資
産
税

を
３
年
間
免
除

②
工
場
を
建
て
る
た
め
に
取
得
し
た
土
地

代
金
の
２０
％
以
内
を
補
助

③
工
場
を
新
設
・
増
設
・
移
設
し
、
従
業

員
を
増
や
す
場
合
に
、
１
人
当
た
り
３０

万
円
の
奨
励
金
を
支
給

※
支
援
に
は
、
要
件
や
限
度
額
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、
商
工
観
光
課
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

昨
年
は
４
件
の
事
業
所
に
対
し
、
新
た
に

雇
用
さ
れ
た
３３
人
分
の
奨
励
金
を
支
給
し

ま
し
た
。

Ｑ

新
た
に
市
内
で
お
店
を
始
め
る
予
定

で
す
。
何
か
市
の
補
助
制
度
は
な
い

の
？

A

市
内
の
空
き
店
舗
を
借
り
て
、
新
た

に
小
売
・
卸
売
・
飲
食
業
な
ど
の
お
店

を
始
め
た
人
に
、
家
賃
の
補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。
出
店
の
１
年
後
に
、
店
舗

家
賃
の
２
分
の
１
（
月
額
３
万
円
を
限

度
）
を
１
年
間
分
補
助
し
ま
す
。�

受
付
は
、
市
内
の
３
商
工
会
で
す
。
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ

勤
め
て
い
た
会
社
を
辞
め
、
自
分
で

事
業
を
始
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

起
業
や
創
業
を
す
る
人
を
応
援
す
る
制

度
は
あ
る
の
？

A

新
た
に
事
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
と
、

創
業
時
に
あ
る
程
度
の
資
金
が
必
要
で

す
。
市
で
は
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
起

業
や
創
業
を
す
る
人
に
、
店
舗
や
事
業

所
な
ど
の
改
築
費
、
設
備
・
備
品
の
購

入
費
な
ど
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
を
始
め
ま
す
。

　

市
内
の
３
商
工
会
で
実
施
す
る
創
業
支

援
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
、
市
か
ら
特
定
創

業
支
援
証
明
書
の
発
行
を
受
け
た
人
に
、

起
業
や
創
業
に
必
要
な
初
期
費
用
の
２

分
の
１
以
内
を
補
助
（
上
限
５０
万
円
）

し
ま
す
。

※
農
業
・
林
業
な
ど
、
対
象
に
な
ら
な
い

業
種
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
商
工
観

光
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

事
業
者
・
起
業
者
へ
の

支
援
制
度

【
問
合
せ
】
商
工
観
光
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
５

市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
22
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 木を使う補助金
❖南魚沼の木で家づくり事業�～市内産木材の活用に向けて～
概要　�個人住宅の新築・増築で使う市内産木材の購入費の1/3（上限50万円）を補助
申請　市内の工務店が申請。まずは市内の工務店に相談ください。

❖ふるさと越後の家づくり事業（県事業）～新潟県も木材利用を応援します～
概要　�個人住宅の新築・増築・改築で使う越後杉ブランド材の使用量に応じて補助

（10万円～ 40万円）
申請　�工務店が申請。市内産の木材を使えば「南魚沼の木で家づくり事業」と併用

が可能。まずは工務店に相談ください。
❖ペレットストーブ等設置補助金事業�～人と環境にやさしく暖める～�上限額を増額!
概要　�ペレットストーブの設置に対して補助。個人は経費の1/4（上限10万円）、

集会所・農業用施設は費用の1/3（上限15万円）を補助
申請　農林課に申請（申請書などは市ウェブサイトからダウンロード可）

 森を育てる補助金・交付金
❖民有林保育事業�～森林をお持ちの人へ　森林整備をお手伝い～

　林を手入れする委託経費を補助します。補助率の合計は、国・県・市を合わせ
て最高で80％。（補助率は、林の状況や作業内容で変わります）補助率が上がっ
た今が森林整備のチャンス!�まずは南魚沼森林組合に相談ください。
南魚沼森林組合〔大原〕　☎783－3349　

❖森林・山村多面的機能発揮対策交付金�～荒れた里山を再生～
　森林整備を中心とした地域団体の共同活動に対し、交付金が交付されます。森林の下刈りや間伐、作
業道の整備などが対象です。� ※詳細は、越後ふるさと里山林協議会ウェブサイトか、農林課まで

 法令、規則による届出 ～こんな時どうはどうすればいいの?～　

事前に届け出てもらうもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事後に届け出てもらうもの

� 【問合せ】農林課�農地林務係　☎773－6663

知 っ て得す る ! 林業特集

森林の土地を売りたい、
他人に贈与したいなど

森林の近くで焼畑や害虫駆除
などのために火入れをしたい

山に入って
木を伐りたい

森林の土地を相続した、
他人から買った

❖�水源地域の保全に関
する県の条例

森林を譲渡などする人
が対象（相続は対象
外）契約する30日前
までに届出が必要

❖火入れ許可申請
森林から1㎞以内の場
所が対象。火入れする
30日前までに申請が
必要
※�野焼きを許可するも

のではありません

❖�伐採及び伐採後の造
林届出書

過度な伐採を防ぐため
の制度。木を伐る30
日前までに届出が必要

❖森林の土地所有者届
新たに森林の所有者と
なった日から90日以
内に届出が必要

※上記すべての届出書などは、市ウェブサイトからダウンロード可

【問合せ・提出先】
南魚沼地域振興局�4階
林業振興課　
� ☎772－8262

【問合せ・提出先】
農林課�農地林務係　☎773－6663

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
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浦佐地域づくり協議会 ☎777－4535

～浦佐の夏は『生ビール＆鮎まつり』～
　今や浦佐の夏の定番!�毘沙門通りで開催します。
炭火に焼かれた鮎の丸かじりと生ビールで、夏の
ひと時を楽しみましょう。
日時　7月26日㈰　14：00 ～ 21：30
会場�　浦佐毘沙門通り特設会場　　　予約券　1,500円（鮎1匹と生ビール２杯）

主
役
は
地
域
の
み
な
さ
ん
！

地
域
づ
く
り
協
議
会
の�

�
「
と
り
く
み
」「
で
き
ご
と
」
紹
介

【問合せ】
企画政策課
� ☎773－6672

土のうが必要になるなんて夢にも思わず～今までの経験が裏目に～
� 平成22年梅雨前線による大雨災害（山陽小野田市　50代　女性）　

　それまでは徐々に徐々にという感じだったんですけどね。目に見えて水が増えてきたのは、ほんの5分
か10分ぐらいの間でした。で、「仕方ない。避難しようか」って感じで、近所の高台にあるお宅に避難さ
せてもらいました。
　水がヒタヒタと店の方に押しよせてきた時には、「こういう時は土
のうが欲しいね」って、本気で話をしていました。
　昨年、川向こうが水に浸かった時でもうちの方は大丈夫だったし、
今までそういう危険を感じたこともなかったので、土のうが必要に
なるなんて夢にも思っていませんでした。だから、店に水が浸入す
るのを防ぐ手立ては何もありませんでした。
　「万が一水害になったら、物なんかに執着しないで、命だけ持って
出たらいい」としか言えませんね。本当に水はあっという間にやっ
てきますから、一人暮らしのお年寄りを誰がどこに避難させるかは、
前もって決めておくようにしなければいけないと思いますね。

【問合せ】総務課　防災庶務班
� ☎773－66601日前プロジェクト（災害に備えて）

塩沢地区まちづくり協議会 ☎782－0973

～栃窪区内まちおこしイベント! ～
　「棚田草刈りアート日本選手権大会」を開催
します。田んぼの畔草を刈り込み、アートを描
きます。
観覧・一般審査　７月19日㈰　13：00 ～
会場　�塩沢（字北山）・栃窪地内〔県道十日町

塩沢線～市道天野沢栃窪線付近の田〕

六日町地区地域づくり協議会 ☎770－1173

～見ごろです!�上の原花菖蒲まつり～
　協議会では提案事業の中で、住民が楽しめる
イベントとして地区で行われる行事にも助成を
行っています。
　その1つとして、上の原地区で菖蒲まつりを
7月5日㈰に開催します。ぜひご覧ください。
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こんな会社です
　近年、最先端技術によって産業界の活性化が進み、
開発環境がさらに高度化し、技術の「夢」が次々に
実現化されています。当社では、常にさまざまな先
端技術を駆使し、独創性とアイデアを取り入れた高
品位新製品の開発に取り組んでいます。
こんな業務を行っています
・�応用電子機器設

計・開発・製作
・�EMSサ ー ビ ス
（電子機器の受
託生産）

・�高密度プリント
基板設計・製作

・�LED 直管型照
明製作

イチ押し社員を紹介
　～富田憲明さん（CAD（キャド）部第2課）～
Ｑ 就職にあたり、この会社を選んだ理由は?
Ａ 地元での就職を考え、電子関係の仕事を探していたところ、首都
圏にしか就職先がないなか、宅配便とFAXを利用しながら、地元
で設計の仕事ができる山勝電子工業に就職を決めました。
Ｑ この会社で働いてみてどうですか?

Ａ 設計という仕事は、すべての製品の元となり、配線1本で特性の違う製品が何万と製造されてしまう
ため、責任重大です。その分、自分の設計した製品を誰もが使っていると思うと、とてもうれしく思い
ます。
Ｑ どんな南魚沼市にしていきたいですか？
Ａ 開発の仕事をする会社は、ほとんど首都圏にあり、当社のように地方で設計をする会社は少数です。
今では、インターネット環境が向上したことで、地方で開発できる環境が整ってきています。当社のよ
うな会社が増え、地元で自由にいろいろな仕事に就けるようになるといいと思います。
Ｑ これから就職したいと思っている後輩へ一言
Ａ 日々新しい製品、技術を使った設計をするため、常に新しいことに取り組む向上心がある人、発注者
の希望を聞き出し、よりよ
いものを作れるコミュニ
ケーション力のある人に向
いていると思います。
マンツーマンで一から仕事
を教えますので、電子関係
の仕事への興味と、やる
気・向上心がある人なら専
門の知識がなくても大丈夫
です!

シリーズで南魚沼市の「がんばる企業」を紹介します�━━━━� 南魚沼市WEB企業ガイド 検 索

�山勝電子工業�
� 株式会社�［製造業］

〒949－7145　南魚沼市四十日2817番地1
☎776－2131　FAX�776－2332
Mail�:�meyoshihara@yamakatsu.co.jp
HP：http://www.yamakatsu.co.jp

シリーズ⑧
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高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
人
へ
の
支
援

を
拡
充
し
ま
す
。

対�

象　
市
内
に
住
所
が
あ
る
６５
歳
以
上
で
、

４
月
１
日
以
降
に
有
効
期
間
が
あ
る
す

べ
て
の
種
類
の
運
転
免
許
証
を
返
納
し

た
人

支
援　
（
次
の
い
ず
れ
か
を
選
択
）

・
市
民
バ
ス
回
数
券

　
　
　
　
　
　

１
０
，０
０
０
円
分

・
越
後
交
通
㈱
バ
ス
回
数
券

　
　
　
　
　
　

１
０
，０
０
０
円
分

・�

市
民
バ
ス
回
数
券
・
越
後
交
通
㈱
バ
ス

回
数
券
を
、
各
５
，０
０
０
円
分

※
支
援
は
１
人
１
回
の
み

必�

要
書
類　

申
請
書
、「
申
請
に
よ
る
運

転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
の
写
し

※
申
請
書
は
南
魚
沼
警
察
署
に
も
用
意

申�

請
期
限　
免
許
証
返
納
日
か
ら
６
か
月

以
内

運
転
免
許
証
の
返
納

受
付　
南
魚
沼
警
察
署�

交
通
課

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※�

土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。
代

理
人
に
よ
る
申
請
は
不
可

返
納
時
に
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の

取
消
通
知
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

ふ
れ
あ
い
体
験

保
育
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
育
て
支
援
課�

保
育
班　

�

☎
７
７
３

－

６
８
２
２

　

夏
休
み
に
保
育
園
で
ふ
れ
あ
い
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期�

間　
８
月
３
日
㈪
～
２８
日
㈮
の
希
望
す

る
期
間
（
土
日
、
１４
日
㈮
を
除
く
）

※�

各
園
で
一
日
の
受
入
れ
は
４
人
ま
で

対
象　
中
･
高
･
大
学
生
な
ど

会
場　
市
営
保
育
園
１９
施
設

費�

用
（
日
額
）　

保
険
料
１
５
０
円
と
食

費
（
給
食
な
ど
）
２
６
０
円

申�

込
み　
子
育
て
支
援
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
、
希
望
す
る
保
育
園

※�

申
込
用
紙
は
、
子
育
て
支
援
課
、
中
学

校
、
近
隣
の
高
校
、
市
営
保
育
園
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
に
用
意
（
中

学
生
は
学
校
で
取
り
ま
と
め
ま
す
）

締
切
り　
７
月
１５
日
㈬

　

市
で
は
、
消
防
団
に
積
極
的
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
事
業
所
に
、「
消
防

団
協
力
事
業
所
表
示
証
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
消
防
防
災

力
の
充
実
強
化
な
ど
が
目
的
で
す
。

　

現
在
３６
事
業
所
が
こ
の
交
付
を
受
け

て
い
ま
す
。

消
防
団
協
力
事
業
所
一
覧�

�

（
敬
称
省
略
・
順
序
不
同
）

魚
沼
み
な
み
農
業
協
同
組
合

し
お
ざ
わ
農
業
協
同
組
合

ニ
コ
精
密
機
器
㈱

㈱
セ
イ
タ
ン

八
海
醸
造
㈱

㈱
ミ
ツ
バ
新
潟
工
場

新
潟
三
吉
工
業
㈱

㈱
種
村
建
設

㈱
関
越
イ
ワ
サ
キ

㈱
山
口
組

㈱
笛
田
組

㈱
元
店
建
設

㈱
ク
オ
ン
テ
ッ
ク

㈱
五
十
沢
板
金
工
業

㈱
粉
研
パ
ウ
テ
ッ
ク
ス

中
越
住
電
装
㈱

南
魚
沼
森
林
組
合

㈱
六
日
町
自
動
車
学
校

㈱
雪
国
ま
い
た
け

高
速
紙
工
業
㈱

日
東
工
業
㈱
六
日
町
工
場

日
本
電
産
コ
パ
ル
㈱
新
潟
事
業
所

テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ク
㈱
新
潟
魚
沼
工
場　

ｈ
ａ
ｋ
ｋ
ａ
ｉ
㈱

セ
キ
技
研
㈱

ニ
ュ
ー
ロ
ン
グ
精
密
工
業
㈱
六
日
町
工
場

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
い
こ
園

ダ
イ
ト
ゴ
ム
㈱
新
潟
工
場　

新
潟
ガ
ー
ビ
ッ
ヂ
㈱

魚
沼
廃
棄
物
興
産
㈱

㈱
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

北
越
急
行
㈱

医
療
法
人
社
団
萌
気
会

富
山
電
気
㈱

㈱
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

消防団協力事業所
表示証

シ
リ
ー
ズ

消
防
団
協
力
事
業
所
の
紹
介
①

【
問
合
せ
】
消
防
本
部�

消
防
庶
務
課�

消
防
団
係

�
☎
７
８
２

－

０
８
６
０

シ
リ
ー
ズ
で
、
消
防
団
協
力
事
業
所

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。（
不
定
期

掲
載
と
な
り
ま
す
）
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図書館
みんな　の

７月の開館日時

【申込み・問合せ】
南魚沼市図書館
☎773－6677

［��南魚沼市］��月～金9：30～20：00（土日日祝は19：00
まで）　休館（図書館整理日）16日㈭

［��大　　和］��☎777－4671　火～金9：00 ～ 19：00
（土日日祝は17：00まで）　休館月（祝日の
場合は翌日）

［塩　　沢］����☎782－0100　火～金9：00 ～ 20：00
（月土日日祝は17：00まで）

７
月
の
読
書
の
つ
ど
い

な
つ
、
わ
く
わ
く
！
　

⃝
日
時　
７
月
１１
日
㈯　

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

⃝
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館　

　

多
目
的
室　

⃝
テ
ー
マ　
「
な
つ
」　

⃝�

内
容　
大
型
絵
本
『
お
ば
け
の

て
ん
ぷ
ら
』・
読
み
聞
か
せ
・

本
の
紹
介
・
ミ
ニ
工
作
（
く
る

く
る
凧
）

※�

引
っ
ぱ
っ
て
遊
ぶ
「
く
る
く
る

回
る
凧
コ
プ
タ
ー
」
を
作
る
よ

⃝�

対
象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
ほ
か　

ど
な
た
で
も

⃝
定
員　
５０
人　

※
参
加
無
料

⃝�

申
込
み　
図
書
館
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
電
話
可
）

絵
本
の
へ
や

　

楽
し
い
「
絵
本
の
へ
や
」
に
、

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？�

乳
幼
児

向
け
の
楽
し
い
絵
本
を
毎
回
用
意

し
て
、
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
と
も
だ
ち
と
の
出
会
い

も
あ
る
よ
！

⃝
期
日　
毎
週
水
曜
日�

　

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

※�
７
月
８
日
㈬
に
「
七
夕
祭
」
を

し
ま
す

⃝
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館　

　

多
目
的
室

⃝�

対
象　
０
歳
か
ら
入
園
前
の
幼

児
⃝�

内
容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手

遊
び
・
絵
本
・
紙
芝
居
・
読
み

聞
か
せ
な
ど

５
月
の
読
書
の
つ
ど
い
の

様
子

　
『
お
お
き
な
か
ぶ
』
の
読
み
聞

か
せ
と
お
楽
し
み
劇
を
行
い
ま
し

た
。
お
楽
し
み
劇
は
、
お
と
も
だ

ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

な
か
な
か
抜
け
な
い
カ
ブ
（
今
回

は
ダ
イ
コ
ン
）
を
、
み
ん
な
で

引
っ
ぱ
り
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
ぬ
、
ね

こ
、
ね
ず
み
と
少
し
ず
つ
お
手
伝

い
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
、
引
っ
ぱ
る
と

よ
う
や
く
抜
け
ま
し
た
。

　

か
わ
い
ら
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

い
か
つ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
か
わ

い
い
ダ
イ
コ
ン
を
演
じ
た
人
の
動

き
が
と
て
も
コ
ミ
カ
ル
で
楽
し
い

劇
で
し
た
。
参
加
し
た
お
と
も
だ

ち
も
と
っ
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

テ
ー
マ
展
示

　

７
月
の
テ
ー
マ
展
示
は
、「
涼

を
楽
し
も
う
！
」
で
す
。
夏
を
涼

し
く
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
役
立

つ
本
を
集
め
ま
し
た
！

《
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
・
夏
の
料

理
レ
シ
ピ
・
冷
た
い
お
菓
子
・
夏

バ
テ
予
防
・
浴
衣
な
ど
》

巡
回
図
書
を
利
用
く
だ
さ
い

　

６
月
１８
日
㈭
に
大
和
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。

次
回
塩
沢
図
書
室
は
、
７
月
１６
日

㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で
す
。

「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」

映
写
会

　

ア
ニ
メ
「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」

（
全
２６
話
）
を
、
７
月
か
ら
上
映

し
ま
す
。

⃝�

期
日　
７
月
１２
日
㈰
：
１
～
３

話
、
７
月
２６
日
㈰
：
４
～
６
話

⃝
時
間　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

⃝
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

　

多
目
的
室

⃝�

対
象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
ほ
か　

ど
な
た
で
も

「
ま
ん
が
」「
洋
書
」

「
ス
ポ
ー
ツ
雑
誌
」
が

入
り
ま
し
た
！

❖�

ま
ん
が　
新
潟
県
ゆ
か
り
の
漫

画
家
５
人
の
１０
作
品
（
水
島
新

司
・
赤
塚
不
二
夫
・
高
橋
留
美

子
・
小
林
ま
こ
と
・
和
月
伸

宏
）

❖�

洋
書　
日
本
作
家
の
翻
訳
本
や

海
外
作
家
の
原
書
な
ど
、
１
５

１
冊
（
村
上
春
樹
・
村
上
龍
・

吉
本
ば
な
な
・
東
野
圭
吾
な
ど

や
古
典
文
学
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
な
ど
の
原
書
）

❖�

ス
ポ
ー
ツ
雑
誌　
週
刊
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
、
ヒ
ッ
ト
エ
ン
ド
ラ
ン
、

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
テ
ニ

ス
マ
ガ
ジ
ン
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ

ガ
ジ
ン
ク
リ
ー
ル

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

夏
の
モ
ビ
ー
ル
を

つ
く
ろ
う
！　

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
図
書
館

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
７

　

キ
ラ
キ
ラ
ゆ
れ
る
か
わ
い
い

「
モ
ビ
ー
ル
」
を
作
っ
て
み
よ

う
！

⃝�

日
時　
７
月
２４
日
㈮

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

⃝�

会
場　
大
和
公
民
館

⃝�

内
容　
手
袋
人
形
・
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
・
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
・
手
遊
び
・
歌
・
工
作
な

ど
⃝�

対
象　
０
～
３
歳
児
と
保
護
者

⃝�

参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）
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郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
32

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

�

郷
土
史
編
さ
ん
係

�
☎
７
７
３

－

２
１
９
７

※�

受
講
料
な
ど
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

訓
練
コ
ー
ス
の
案
内

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル　

�

☎
７
７
２

－

４
５
５
４

に
記
さ
れ
た
「
銀い

ち
ょ
う杏

」
の
項
で
、
イ

チ
ョ
ウ
の
葉
の
防
虫
効
果
を
、「
我
が

国
で
は
昔
か
ら
、
書し

蠹み

（
紙
を
食
べ
る

虫
）
を
能よ

く
除
く
と
い
わ
れ
、
新
し
い

葉
を
採
っ
て
毎つ

ね

に
書
中
に
は
さ
む
」

（
注
１
）
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
ど
の

よ
う
な
故
を
も
つ
の
か
詳つ

ま
び

ら
か
で
な

い
」（
注
１
）
と
あ
り
、
な
ぜ
防
虫
効

果
が
あ
る
の
か
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

現
在
で
は
、
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
に
含
ま

れ
る
「
シ
キ
ミ
酸
」
な
ど
の
物
質
に
防

虫
な
ど
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
シ
キ
ミ
酸
は
、
黄
色
く

な
っ
た
葉
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
が
、
青

い
葉
で
も
効
果
は
あ
る
よ
う
で
す
。

　

郷
土
史
編
さ
ん
係
で
も
、
乾
燥
さ
せ

た
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
を
、
和
紙
や
習
字
の

半
紙
で
作
っ
た
小
袋
に
入
れ
、
防
虫
剤

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。（
写
真
②
）

古
文
書
な
ど
の
整
理
で
注
意
が
必
要
な

こ
と
を
紹
介
し
ま
す

①�

輪
ゴ
ム
は
、
劣
化
し
溶
け
て
、
古
文

書
に
付
着
し
に
ま
す
。

②�

セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
な
ど
の
テ
ー
プ
類

は
、
劣
化
し
ノ
リ
の
付
着
部
分
が
変

色
し
た
り
、
ノ
リ
が
溶
け
て
古
文
書

を
汚
し
ま
す
。

③�

ホ
ッ
チ
キ
ス
、
ク
リ
ッ
プ
な
ど
の
金

属
製
の
留
具
類
は
、
錆
び
て
古
文
書

を
汚
し
ま
す
。

イ
チ
ョ
ウ
の
葉
と

　
　
　
　
古
文
書
保
管

　

今
回
は
、
資
料
整
理
中
の
ひ
と
こ
ま

を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
で
は
、『
六
日
町
史
』
や
『
大
和

町
史
』
の
編
さ
ん
の
た
め
、
多
く
の
み

な
さ
ん
か
ら
古
文
書
な
ど
の
資
料
を
お

借
り
し
、
整
理
・
目
録
作
成
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
資
料
を
整
理
し
て
い

る
と
、
古
文
書
の
間
や
古
書
の
間
に
挟

ま
れ
た
「
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
」
を
目
に
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
チ
ョ
ウ
の
葉
は
古
来
よ
り
防
虫
作

用
が
あ
る
と
さ
れ
、
箪た

ん

笥す

や
木
箱
に
し

ま
う
衣
類
や
書
物
の
防
虫
剤
と
し
て
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

元
禄
十
年
（
１
６
９
７
年
）、
医
者

兼
本ほ

ん

草そ
う

学
者
の
丹た

ん

岳が
く

野や

必ひ
つ

大だ
い

千せ
ん

里り

（
人

見
必
大
）
が
著
し
た
『
本
朝
食
鑑
』

（
全
１２
巻
）
に
は
、
植
物
、
食
物
、
動

物
な
ど
４
０
０
品
以
上
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

第
四
巻
の
「
四
菓
部
」（
写
真
①
）

④�

通
気
性
の
よ
い
場
所
・
箱
で
保
管
し
、

時
々
虫
干
し
く
だ
さ
い
。
埃
を
貯
め

ず
に
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
食
害
に
も
注

意
く
だ
さ
い
。

（
注
１
）
人
見
必
大�

島
田
勇
雄
訳
注　

東
洋
文
庫
３
１
２
『
本
朝
食
鑑
』
２�

昭
和
５２
年�

平
凡
社

写�

真
①　
『
本
朝
食
鑑
』四
菓
部
の
表
紙

写
真
提
供
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

写
真
②　

乾
燥
さ
せ
た
イ
チ
ョ
ウ
の
葉

コース名 期日 時　間 備考

建設業特有の決算書の読
み方

8/19㈬ 13：00 ～ 16：00

「中小企業研
修受講料補助
金」に該当

サービス業（宿泊業）
決算書の活用方法

8/26㈬ 9：00 ～ 17：00

給与計算の実務 9/16㈬ 13：00 ～ 16：00

マーケティング 9/30㈬ 9：00 ～ 17：00

エクセルVBA体験講座 8/22㈯ 9：00 ～ 12：00

市報 みなみ魚沼　平成27年7月1日発行 14

まなびのひろば



トミオカホワイト美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

7月の休館：1日㈬、8日㈬、15日㈬、21日㈫、22日㈬
☎775－3646・FAX 775－3650　URL http://www.6bun.jp/white/
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

7月の「市民無料の日」は、18日㈯、
23日㈭～31日㈮［今福人形展特別期間］

鈴木牧之記念館
開館9：00 ～ 16：30  7月の休館：毎週火曜日

☎・FAX 782－9860・￥  一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館25周年記念
富岡惣一郎「白の情景～四季のうつろい～」

⃝期間　11月30日㈪まで
　「白の世界」を描き続けた作品
から、四季をテーマに展示します。
美しき日本の風景をご覧ください。
開館25周年の特別展「今福進人
形展（7/23 ～ 9/1）」を同時開催。

ジュニア学芸員鑑賞ガイド
⃝日時　7月18日㈯　�13：30 ～
　　　　［市民無料の日］　
　城内中学校の生徒が、作品や美術館を解説します。
終了後、総合支援学校「MSGカフェ」の無料コーヒー
を提供。お楽しみに!

花火・長岡B

ミニ企画展 錦絵に見る江戸役者と南魚沼の地芝居
�《協力：越後浮世絵研究会�種村、塩沢歌舞伎保存会》
⃝期間　7月1日㈬～ 8月31日㈪
　牧之の交友関係は広く、歌舞伎役
者市川団十郎とも書画などの交換を
しています。貴重な錦絵を通して、
当時の役者の姿をぜひご覧ください。
　現代に伝え継がれた南魚沼の地芝
居写真もあわせて展示します。
※南魚沼市民は、観覧無料です

文化活動支援窓口 ～気軽に相談ください～

　市民の文化活動を支援します。「市民会館でイベン
トを開催したいけど、手続きはどうすればいいの？」

「イベントにプロのアーティストを呼びたいけど、ど
こに依頼したらいいの？」などの相談や、舞台・音
響・照明のサポート、補助金の情報提供、企画・準
備・運営など、イベント全般を支援します。

南魚沼市民会館
受付8：30 ～ 17：15  7月の休館：6日㈪、13日㈪、21日㈫、27日㈪

☎773－5500・FAX 772－8161・FREE 0120－150－142・URL http://www.6bun.jp

棟方志功アートステーション
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

7月の休館：1日㈬～3日㈮
［ＪＲ六日町駅1階]　☎770－1173　
URL http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/

第2期　色彩は遊ぶ
⃝期間　7月4日㈯～ 11月23日（月・祝）

今泉記念館アートステーション
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

7月は毎日開館します
☎783－4500　FAX 783－3388
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan
￥ 一般500円／小中高250円
常設展 　～彫る�摺る�画

か

く～「棟方志功の世界」
　膨大な数の作品を残し、72年の生涯を駆け抜けた
棟方志功。豊満で力強い女性像や仏教・仏像をテーマ
とした作品を、ぜひご覧ください。
企画展 　◦期間　11月9日㈪まで

「水の表現～水は旅をし、姿を変える～」
　無色透明の水の姿を、作家たちはどう表現してきた
のでしょうか。浮世絵や日本画・西洋絵画まで、「水」
にスポットをあて展示します。
「版画の中の生き物たち」　
　8人の作家が鳥や鯉、猫など身近な生き物を、さま
ざまな角度で描いた版画作品15点余りを展示します。

庭野泰明　染めの世界展
⃝期間　7月3日㈮～ 28日㈫
　十日町市在住の染色家・庭野
泰明さんの個展。故郷の美しく、
幻想的な風景を染絵で表現した
着物や帯など、約80点を展示。
ギャラリートーク
　　　　　7月5日㈰�14：00 ～
型染め体験教室　7月19日㈰・20日（月・祝）　
　　　　　　　14：00 ～ 16：00（定員：両日とも7人）
　庭野さんを講師に、簡単な型染め体験ができます。
　⃝費用　800円（高校生以下は500円）

ベースボールカードに見る「温故知新」
⃝期間　10月中旬まで　最新のルーキーカードやヒ
ストリックコレクションなどを展示。

池田記念美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

7月の休館：毎週水曜日、２日㈭、30日㈭、31日㈮
☎780－4080　FAX 777－3815　URL http://www.ikedaart.jp
￥ 一般500円／高校生以下（無料）

庭野泰明「曙」

当世見立�三十六花撰
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ディスポート南魚沼 初心者 夏休み短期水泳教室
　夏休みを利用して、「水慣れとクロールの基本」の
短期集中レッスンを行います。この機会に水泳の基
礎を身に付けましょう!�2コース以上の参加可能です!
⃝期間
❖7月21日㈫～ 25日㈯
Ａコース…17：05 ～ 17：55� Ｂコース…18：05 ～ 18：55
❖7月27日㈪～ 31日㈮
Ｃコース…17：05 ～ 17：55� Ｄコース…18：05 ～ 18：55
・各コース　全5回
　いずれかのコースを申し込みください。
⃝対象　クロールで25ｍ泳げない小学生
⃝定員　各コース50人（先着）
　　　　※各コースとも定員に達し次第締切り
⃝参加料　1コースにつき
　　　　　スポパラ会員1,540円（一般3,080円）
⃝保険料　�スポパラ会員は年会費に、一般は参加料

に含まれています。
　※�プールの入場料が別途必要（プリペイドカー

ド・定期券などもあります。相談ください）
⃝申込み　南魚スポーツパラダイス
⃝申込期間　7月4日㈯～ 14日㈫

ディスポート南魚沼
トレーニングマシン使用法講習
⃝日時　7月17日㈮　12：00 ～ 13：30
⃝会場　ディスポート南魚沼
⃝定員　6人（事前申込みが必要）
⃝利用料　300円（定期券利用可）�
⃝受講料　スポパラ会員：無料（一般200円）
⃝申込み　ディスポート南魚沼
　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物を用意
ください。

　7月18日㈯～ 9月30日㈬は、下記営業時間内に管理人が管理棟に常駐します。利用は、管理棟に申
し込みください。みなさんの利用をお待ちしています。（ナイターは、7・8月：無休、9月：月曜休館）
⃝営業時間　・昼　9：00 ～ 17：00　・ナイター　17：00 ～ 22：00　
⃝利用料金　【テニスコート占用利用（1面）】　※南魚沼市（郡）内の人

公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係
ディスポート南魚沼

7月の休館日
6日㈪・13日㈪〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内

ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

夏季短期陸上競技教室～
スポパラ×市陸上競技協会ジョイント企画
　技術向上を目的に、9月の各地区小学校親善大会
へ向けて競技練習を行います。
⃝期間　8月1日㈯・8日㈯・22日㈯、9月12日㈯
　　　　［全4回］
⃝時間　9：00 ～ 11：30
⃝会場　八海高校グラウンド（雨天決行）
　　　　荒天 �市内小中学校体育館
⃝対象　市内の小学3 ～ 6年生・中学生
⃝定員　50人（先着）
⃝指導種目　�100ｍ・女子800ｍ・男子1,500ｍ・
　　　　　　走り高跳び・走り幅跳び・ハードル走・
　　　　　　ソフトボール投げ・リレー
⃝指導内容　各種目の技術向上をめざします
⃝指導者　�小中高校の指導者、陸上競技協会の競技

者
⃝参加料　スポパラ会員1,230円（一般2,570円）
⃝保険料　�スポパラ会員は年会費に、一般は教室参

加料に含まれています。
⃝申込み　南魚スポーツパラダイス
⃝申込期間　7月4日㈯～ 26日㈰

南魚沼市兼続公まつり期間 営業時間の変更
【7月17日㈮～19日㈰】

施設名 営業時間
プール 10：00 ～ 16：00
トレーニングルーム

9：00 ～ 17：00
アリーナ　ランニングトラック

小栗山サンスポーツランドテニスコート
� 【問合せ・申込み】管理棟　☎772－7567

１時間 ４時間 照明料
1時間

年券（１面につき・時間制限なし） 備　　考　　　　　
昼券 夜券 昼夜券 30分以内の利用は、

１時間料金の半額410円 1,430円 720円 18,500円 37,000円 52,500円
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� 【問合せ・申込み】　社会教育課�生涯スポーツ係　☎773－6630
　今年はコースを一新して、大和地域の浦佐地区を歩きます。毘沙門堂や八色の森公園、6月に開院したば
かりの魚沼基幹病院、ライトアップされた池田記念美術館など、魅力満載の浦佐地区を歩いてみませんか?
地域の子ども会や学年行事、家族での参加も大歓迎!�ゴール地点で、豚汁サービスやハズレなしの抽選会も
行います!�家族・友人を誘って、ナイトウォークで夏の思い出を作りましょう!
　地球温暖化防止・エコ運動の一環として、イベントで発生するゴミを少しでも削減するために、マイ汁
椀・マイ箸の持参に協力ください。
⃝日時　8月1日㈯　雨天決行　受付時間17：00 ～ 18：00　出発時間18：10〔スタート：�大和庁舎〕
⃝コース　�10㎞周回コース（大和庁舎�⇒�魚野川沿い道路�⇒�踏切�⇒�大和商工会館�⇒�毘沙門堂�⇒�新町�

⇒�多聞橋�⇒�浦佐小学校�⇒�国道17号�浦佐バイパス�⇒�八色の森公園�⇒�池田記念美術館�⇒�浦
佐大橋�⇒�大和庁舎）

⃝参加費　高校生以上：1,000円、小・中学生：500円、小学生未満：無料
⃝締切り　7月17日㈮
⃝申込み　社会教育課�生涯スポーツ係（市民会館内）、大和・塩沢公民館、ディスポート南魚沼
　　　　　【参加費を添えて申し込みください】
⃝申込用紙
　設置か所

　上記受付場所のほかに
　　　　　　【六日町地域】　本庁舎ロビー、五十沢・城内・大巻の各開発センター
　　　　　　【塩沢地域】　塩沢庁舎ロビー、上田農村環境改善センター、中之島農村環境改善センター、
　　　　　　　　　　　　石打農業者トレーニングセンター
　　　　　　【大和地域】　大和庁舎ロビー、大和商工会館、まほろば、大崎農業会館、東地域開発センター
⃝その他　　先導員が付きます。走る人とペットの同伴は、遠慮ください。
　　　　　　歩道橋や砂利道を歩きます。申込みにあたって注意ください。

参加者募集 第11回南魚沼市ナイトウォークin浦佐

地域のみなさんへ 　イベントへの理解とコース上での安全運転に協力ください。

　　【問合せ・申込み】　介護保険課
� 南魚沼市地域包括支援センター
� ☎773－6675
　水中運動は、膝や腰に負担をかけずに筋肉を
鍛え、心肺機能を強化できます。水中運動で、
健康増進、体力維持を図りましょう。
⃝対象　市内に住民登録がある65歳以上
⃝内容　�水中歩行と軽めのアクアエクササイズ

（水中運動）
⃝日時　毎週火曜日　14：00 ～ 15：00
　　　　（9月8日開始、全10回）
⃝会場　ディスポート南魚沼
※送迎はありません
⃝費用　1回300円　
⃝締切り　8月18日㈫

　　　　【問合せ・申込み】　大和公民館　
� ☎777－4671
　みんなで楽しく、朗らかに、詩や短い文章を
声に出して読んでみませんか。人の声の温かさ
や、ことばの楽しさを味わいましょう。絵本の
読み聞かせにも役立ちます。
⃝日時　初回7月17日㈮　13：30 ～ 15：30
　※月1回開催予定。詳細を参加者にお知らせ
⃝会場　大和公民館
⃝講師　阿部智惠子さん
⃝費用　無料
⃝定員　30人
⃝締切り　7月10日㈮
※電話で申し込みくだ
　さい

～ 65歳からの「水中運動教室」～
第2期参加者募集

～高齢者生きがい学習会～
みんなで朗読講座参加募集
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大和公民館

臨時
駐車場

さわらび

基幹病院

大和中学校

N

E

S

W

八色の森公園内
トイレ休憩（２か所）

砂利道

南魚沼市役所大和庁舎
スタート・ゴール地点

ゴール時に麦茶・豚汁サービス
トイレ休憩、抽選会

砂利道

トイレ休憩
大和商工会館

階段あり

（階段あり）
歩道橋へ

新町集会所
トイレ休憩

浦佐小学校
麦茶サービス・トイレ休憩

ナイトウォーク順路
㎞ 順路 備考 最終参加者

通過予想時間
スタート（大和庁舎） トイレ 18：20

1 魚野川沿い道路（管理道） 18：35
2 赤沢川橋付近踏切 18：50
3 大和商工会館 トイレ 19：10
4 新町集会所付近 トイレ 19：30
5 天王町交差点付近 19：50

浦佐小学校 トイレ
給水 20：00

6 魚沼基幹病院付近 20：20
7 八色の森公園（北側） トイレ 20：35
8 八色の森公園（南側） トイレ 20：50
9 浦佐大橋 21：05

10 ゴール（大和庁舎）

トイレ
給水

抽選会
とん汁

21：20

第11回南魚沼市ナイトウォーク in 浦佐
2015　8/1㈯ 18：10 大和庁舎 スタート
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⃝受付・診療時間　午前：月曜～土曜　〔受付〕8：30 ～ 11：30　〔診療〕9：00 ～
　　　　　　　　　午後：月曜～金曜　第1・第3土曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
� 【問合せ】城内診療所　☎775－2009

月 火 水 木 金 土
日

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1日 2日 3日 4日 5日

高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 薄田 薄田 休診
6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日

高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 休診 高橋 高橋 高橋 高橋 福本 休診 休診
13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日

高橋 高橋 高橋 寺田 高橋 高橋 高橋 高橋 休診 寺田 堀内 堀内 休診
20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日

休診（海の日） 高橋 高橋 高橋 休診 風間 高橋 高橋 寺田 福本 休診 休診
27日 28日 29日 30日 31日

高橋 高橋 高橋 寺田 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 寺田

7月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

【
問
合
せ
】
保
健
課

�
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

予
防
接
種
と
１０
か
月
児
健
診

委
託
医
療
機
関
の
変
更

　

魚
沼
地
域
の
医
療
再
編
に
よ
り
、
６
月

１
日
か
ら
予
防
接
種
と
１０
か
月
児
健
診
の

委
託
医
療
機
関
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
し

た
。

子
ど
も
の
予
防
接
種

５
月
末
で
終
了
し
た
医
療
機
関

　

県
立
六
日
町
病
院

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

６
月
か
ら
追
加
の
医
療
機
関

　

南
魚
沼
市
立
六
日
町
病
院

　

魚
沼
基
幹
病
院

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

５
月
末
で
終
了
し
た
医
療
機
関

　

県
立
六
日
町
病
院

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

６
月
か
ら
追
加
の
医
療
機
関

　

南
魚
沼
市
立
六
日
町
病
院

高
齢
者
肺
炎
球
菌

５
月
末
で
終
了
し
た
医
療
機
関

　

県
立
六
日
町
病
院

６
月
か
ら
追
加
の
医
療
機
関

　

南
魚
沼
市
立
六
日
町
病
院

１０
か
月
児
健
診

５
月
末
で
終
了
し
た
医
療
機
関

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

６
月
か
ら
追
加
の
医
療
機
関

　

魚
沼
基
幹
病
院

※�

南
魚
沼
市
立
六
日
町
病
院
は
、
１０
月
３１

日
㈯
ま
で
の
運
営
で
す
。
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
も
医
療
機
関
一
覧
表
を
掲
載
し

て
い
ま
す

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

７
月
は
「
愛
の
献
血
助
け
合
い

運
動
」
月
間
で
す
！

　

平
成
２３
年
４
月
の
採
血
基
準
の
改
正
に

よ
り
、
４
０
０
㎖
献
血
に
、
男
性
は
１７
歳

か
ら
協
力
い
た
だ
け
ま
す
。（
女
性
は
１８

歳
～
）

　

近
年
、
若
年
層
の
献
血
者
数
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
若
さ
と

善
意
で
、
献
血
に
協
力
く
だ
さ
い
。

７
月
の
献
血
日
程

会
場
①　
イ
オ
ン
六
日
町
店

日
時　
７
月
２０
日（
月
・
祝
）

　

午
前
１０
時
～
１１
時
４５
分

　

午
後
１
時
～
３
時
３０
分

会
場
②　
株
式
会
社
ミ
ツ
バ

　
〔
山
崎
新
田
〕

日
時　
７
月
２９
日
㈬

　

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

種
別　
２
会
場
と
も
全
血
献
血

※�

日
程
・
会
場
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

お知らせ 17日㈮は、医師の都合により、受付を午後3時で終了します。
　　　　　第1・第3土曜日は、午後も診療を行います。第2・第4水曜日の午後は、外来を休診します。
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市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲
示
板

【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
０

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程

～
６
月
定
例
会�

�

【
一
般
質
問
】
～

　
「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
６
月

市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。
放
送
日
程
や
質
問
内

容
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
中
で
す
。

放�

送
予
定
議
員
（
質
問
順
位
、
敬

称
略
、
７
月
７
日
㈫
か
ら
予

定
）

中
沢
一
博
、
鈴
木　

一

笛
木　

晶
、
桑
原
圭
美

塩
谷
寿
雄
、
小
澤　

実

若
井
達
男
、
牧
野　

晶

山
田　

勝
、
岡
村
雅
夫

中
沢
俊
一
、
寺
口
友
彦

塩
川
裕
紀
、
黒
滝
松
男

清
塚
武
敏
、
佐
藤　

剛

今
井
久
美
、
勝
又
貞
夫

阿
部
俊
夫
、
永
井
拓
三

腰
越　

晃
、
田
村
眞
一

【
問
合
せ
】

　
総
務
課�

防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
０

土
砂
災
害
に
関
す
る

緊
急
速
報
メ
ー
ル
・

エ
リ
ア
メ
ー
ル

　

新
潟
県
は
、
土
砂
災
害
か
ら
命

を
守
る
た
め
に
、
発
生
の
危
険
性

が
高
ま
っ
た
場
合
に
土
砂
災
害
警

戒
情
報
を
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ

リ
ア
メ
ー
ル
）
で
配
信
し
ま
す
。

　

市
も
土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
関

す
る
情
報
を
同
様
に
配
信
し
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー

ル
）
が
届
い
た
ら
、
気
象
情
報
な

ど
に
十
分
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア

メ
ー
ル
）
は
、
対
象
エ
リ
ア

（
市
町
村
単
位
）
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
、
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
携
帯
電
話
に
配
信
さ
れ
ま
す
。

機
種
に
よ
り
受
信
機
能
が
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。
注
意
く
だ

さ
い

【
問
合
せ
】

　

�

南
魚
沼
地
域
振
興
局�

健
康

福
祉
環
境
部�

医
薬
予
防
課

�

☎
７
７
２

－
８
１
４
２

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　

薬
物
乱
用
防
止
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。」
普
及
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
・
大
麻
や

危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
は
、
心
も
体

も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
を
考

え
、
薬
物
乱
用
の
な
い
社
会
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

啓
発
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
、
啓

発
資
料
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　
～
７
月
１９
日
㈰

【
問
合
せ
】

　

�

南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
地
域
整
備
部�
治
水
課

�

☎
７
７
２

－

７
９
５
９

　
建
設
課�

維
持
管
理
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
４

国
道
１７
号

市
役
所
前
交
差
点
付
近
の

工
事
を
し
ま
す

　

十
二
沢
川
の
河
川
改
修
工
事
に

伴
い
、
国
道
１７
号�

市
役
所
本
庁

舎
交
差
点
付
近
の
迂
回
路
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
渋
滞
を
避
け

る
た
め
、
上
り
方
面
で
の
市
役
所

へ
の
右
折
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
方
面
に
は
、
六
日
町
駅

前
の
交
差
点
を
右
折
し
、
駅
前
広

場
前
を
通
り
、
迂
回
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
２８
年
度
に
完
了
予
定
（
工

事
の
状
況
で
延
長
す
る
場
合
あ

り
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
〔
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内
〕

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る『
消
費
生
活
』

無
料
法
律
相
談

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
１
件
約
３０
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
の
概
要
を
相
談
員
が
伺
い

ま
す
。

日
時　
７
月
２３
日
㈭

　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　

１
階�
相
談
室

※�

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

新
規
狩
猟
免
許
（
猟
銃
）

取
得
者
へ
の
支
援
制
度

対
象

①�

新
た
に
第
１
種
銃
猟
免
許
の
取

得
、
猟
銃
の
所
持
許
可
証
の
交

付
、
狩
猟
者
登
録
証
の
交
付
を

受
け
た
人

②�

新
た
に
ラ
イ
フ
ル
銃
の
所
持
許

可
証
の
交
付
、
狩
猟
者
登
録
証

を
受
け
た
人

※�

い
ず
れ
も
市
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

に
、
協
力
へ
の
承
諾
が
必
要

支�

援
額　
対
象
と
な
る
①
と
②
の

経
費
の
内
、
合
計
で
１
人
５
４
，

０
０
０
円
以
内
を
支
援

※�

申
請
件
数
に
よ
り
減
額
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

市報 みなみ魚沼　平成27年7月1日発行 22

掲 示 板市などからのお知らせ



【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
下
水
道
課�
下
水
道
業
務
係

�

☎
７
７
４

－

２
７
４
０

　
（
公
財
）新
潟
県
下
水
道
公
社

�

☎
０
２
５

－

２
７
１

－

１
１
５
１

平
成
２７
年
度
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
認

定
試
験
と
受
験
講
習
会

受
験
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①�

土
木
・
建
築
関
係
な
ど
の
専
門

課
程
を
卒
業

②�

高
校
卒
業
以
上
で
、
実
務
経
験

が
１
年
以
上
あ
る

③�

実
務
経
験
が
２
年
以
上
あ
る

申�

込
期
間　
７
月
２１
日
㈫
～
８
月

７
日
㈮

申�

込
み　

下
水
道
課
、
市
民
課
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

受
験
講
習
（
参
加
は
任
意
）

日
時　
１０
月
８
日
㈭

　

午
後
１
時
～
４
時
３０
分

会�

場　
ハ
イ
ブ
長
岡
〔
長
岡
市
千

秋
〕

費�

用　

５
，０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

認
定
試
験

日
時　
１１
月
１５
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

会�

場　
長
岡
市
中
央
公
民
館
〔
長

岡
市
幸
町
〕

費
用　
３
，０
０
０
円

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
防
本
部�

予
防
課

�

☎
７
８
２

－

５
３
３
０

　
大
和
分
署

�

☎
７
７
９

－

４
６
０
０

　
湯
沢
消
防
署

�

☎
７
８
４

－

３
３
７
７

消
防
本
部

～
各
種
講
習
会
～

甲
種
防
火
管
理
者
講
習
会

日�

時　

９
月
１０
日
㈭�

午
前
９
時

～
午
後
４
時
３０
分
、
９
月
１１
日

㈮�

午
前
９
時
～
正
午

会
場　
塩
沢
公
民
館

対
象　
新
規
資
格
取
得

定
員　
８０
人

費�

用　

１
，７
０
０
円
（
当
日
に

テ
キ
ス
ト
と
引
き
換
え
）

受�

付
期
間　
８
月
３
日
㈪
～
３１
日

㈪
※�

申
込
み
時
に
、
証
明
写
真
１
枚

（
縦
３
．０
㎝
×
横
２
．４
㎝
）

と
印
鑑
が
必
要

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

　

危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
す
る

危
険
物
有
資
格
者
は
、
法
令
に
よ

り
保
安
講
習
を
定
期
に
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
９
月
８
日
㈫

　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

会�

場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　

２
階�

多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　
１
５
０
人

受�

付
期
間　
８
月
４
日
㈫
～
１８
日

㈫
※�

申
込
み
用
紙
は
、
各
消
防
署
ま

で
。
両
講
習
と
も
定
員
に
達
し

次
第
締
切
り

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課　
高
齢
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

高
齢
者
の
寝
具
洗
濯
・

乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

対�

象　
在
宅
で
６５
歳
以
上
の
「
単

身
世
帯
」「
高
齢
者
の
み
の
世

帯
」

※�

平
成
２７
年
度
市
・
県
民
税
所
得

割
の
課
税
世
帯
は
対
象
外

期�
日　

８
月
下
旬
に
実
施
予
定

（
年
に
１
回
の
実
施
）

費
用　
実
費
の
２
割
が
自
己
負
担

申�

込
み　
福
祉
課
か
、
地
域
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員

締
切
り　
７
月
１７
日
㈮

※�

寝
具
は
、
業
者
が
回
収
・
配
達

を
し
ま
す

【
問
合
せ
】

　
法
務
局�

南
魚
沼
支
局

�

☎
７
７
２

－

３
７
４
２

人
権
な
ん
で
も
相
談
所 

～
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
～

対
象

・�

家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結

婚
・
離
婚
・
相
続
な
ど
）、
親

族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
・

悩
み
ご
と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題

・�

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員

会�

場　

湯
之
谷
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
〔
魚
沼
市
井
口
新
田
〕

日
時　
７
月
１０
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
櫻
井
宣
雄〔
魚
沼
市
大
湯
温
泉
〕

☎
０
２
５

－

７
９
５

－

２
３
３
０

・
細
井
雅
子
〔
魚
沼
市
大
沢
〕

☎
０
２
５

－

７
９
２

－

１
１
８
１

※�

人
権
擁
護
委
員
は
、
相
談
日
に

限
ら
ず
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
６

心
理
相
談
を
開
催

～
秘
密
厳
守
～

　

義
務
教
育
終
了
後
か
ら
３９
歳
ま

で
の
困
難
を
抱
え
た
若
者
へ
の
支

援
と
し
て
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る

心
理
相
談
を
行
い
ま
す
。
家
族
か

ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

対�

象　
発
達
障
が
い
・
不
登
校
・

ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
な
ど
で

お
悩
み
の
若
者
と
そ
の
家
族

日�

時　

①
７
月
１６
日
㈭�

午
後
２

時
～
３
時
、
②
７
月
２７
日
㈪��

午
前
１０
時
～
１１
時

会�

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
１
階�

相
談
室

締
切
り　
①
７
月
１４
日
㈫
、

　

②
７
月
２３
日
㈭

※
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

相
談
員
に
よ
る
電
話
・
来
所
相

談
に
随
時
応
じ
ま
す
。
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
色

園
（
小
杉
、
番
場
）

�

☎
７
７
７

－

３
８
１
１

介
護
者
教
室
を
開
催

　

尿
漏
れ
や
お
む
つ
の
当
て
方
の

悩
み
を
解
消
す
る
た
め
、
実
技
を

交
え
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
習
会
後
に
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
介
護
の
悩
み
を
語
り
合
う

お
茶
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
７
月
７
日
㈫

　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

会�

場　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八

色
園
１
階�

会
議
室

内�

容　
お
む
つ
の
当
て
方
・
排
泄

援
助
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

講
師　
施
設
内
介
護
福
祉
士
ほ
か

参
加
費　
無
料

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

定
員　
３０
人
（
先
着
）

締
切
り　
７
月
６
日
㈪

【
問
合
せ
】

　
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５

－
７
９
４

－

２
４
１
０

介
護
員
養
成
科

８
月
入
校
生
募
集

対�

象　
介
護
の
基
礎
知
識
を
習
得

し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期�

間　
８
月
４
日
㈫
～

　

１０
月
３０
日
㈮

※
土
日
・
祝
祭
日
を
除
く

時�

間　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
５０

分
か
、
４
時
２０
分

会�

場　

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス

ク
ー
ル

定
員　
２０
人

受�

講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
は
自
己
負
担
）

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
７
月
１３
日
㈪

【
問
合
せ
】

　

�

南
魚
沼
地
区
保
護
司
会
〔
南

魚
沼
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ら

ゆ
り
内
〕

�

☎
７
７
３

－

６
９
１
１

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
化
月
間

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

あ
な
た
も
こ
れ
を
機
会
に
犯
罪

の
防
止
と
立
ち
直
り
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部�

長
岡
出
張
所

☎
０
２
５
８

－

３
３

－
０
２
５
６

平
成
２７
年
度

自
衛
官
採
用
試
験

資
格
：
①
、
受
付
期
間
：
②
、
１

次
試
験
日
：
③
の
順
に
掲
載

防
衛
大
学
校

①�

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
２１

歳
未
満
（
男
・
女
）

②�

推
薦
・
総
合
選
抜�

９
月
５

日
㈯
～
９
日
㈬
、
一
般
前
期�

９
月
５
日
㈯
～
３０
日
㈬
、

一
般
後
期�

平
成
２８
年
１
月

２０
日
㈬
～
２９
日
㈮

③�

推
薦�

９
月
２６
日
㈯
・
２７
日

㈰
、
総
合
選
抜�

９
月
２６
日

㈯
、
一
般
前
期�

１１
月
７
日

㈯
・
８
日
㈰
、
一
般
後
期�

平
成
２８
年
２
月
２０
日
㈯

防
衛
医
科
大
学
（
医
学
科
）

①�

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
２１

歳
未
満
（
男
・
女
）

②�

９
月
５
日
㈯
～
３０
日
㈬

③�

１０
月
３１
日
㈯
・
１１
月
１
日
㈰

防
衛
医
科
大
学
（
看
護
科
）

①�

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
２１

歳
未
満
（
男
・
女
）

②�

９
月
５
日
㈯
～
３０
日
㈬

③
１０
月
１７
日
㈯

航
空
学
生

①�

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
２１

歳
未
満
（
男
・
女
）

②�

８
月
１
日
㈯
～
９
月
８
日
㈫

③�

９
月
２３
日（
水
・
祝
）

一
般
曹
候
補
生

①
１８
歳
～
２７
歳
未
満
（
男
・
女
）

②
８
月
１
日
㈯
～
９
月
８
日
㈫

③�

９
月
１８
日
㈮
・
１９
日
㈯
［
い
ず

れ
か
１
日
］

自
衛
官
候
補
生

①�

１８
歳
～
２７
歳
未
満
（
男
・
女
）

②�

女
子�

８
月
１
日
㈯
～
９
月
８

日
㈫
、
男
子�

年
間
を
通
じ

て
受
付

③��

女
子�

９
月
２５
日
㈮
～
２９
日

㈫
［
い
ず
れ
か
１
日
］、
男
子�

受
付
時
に
お
知
ら
せ

高
等
工
科
学
校
生
徒

①�

中
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
１７

歳
未
満
（
男
）

②�

推
薦�

１１
月
１
日
㈰
～
１２
月

４
日
㈮
、
一
般�

１１
月
１
日

㈰
～
平
成
２８
年
１
月
８
日
㈮

③�

推
薦�

平
成
２８
年
１
月
９
日

㈯
～
１１
日（
月
・
祝
）［
い
ず
れ

か
１
日
］、
一
般�

平
成
２８
年

１
月
２３
日
㈯

※�

各
コ
ー
ス
と
も
、
１
次
試
験
以

降
の
日
程
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館

�

☎
７
７
５

－

３
６
４
６

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
５

－

３
６
５
０

ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館

体
験
教
室

墨
の
世
界
で
遊
ぼ
う

日
時　
８
月
１
日
㈯

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

内�

容　
墨
の
濃
淡
や
色
墨
を
使
っ

て
和
紙
に
絵
を
描
い
て
み
よ

う
！

費�

用　

１
，０
０
０
円�

（
道
具
代

込
み
、
当
日
集
金
）

楽
し
く
で
き
る
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ａ

の
技
法

日
時　
８
月
８
日
㈯

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

内�

容　

富
岡
画
伯
の
技
法
に
挑

戦
！�

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ナ
イ

フ
を
使
っ
て
作
品
を
描
い
て
み

よ
う
！

費
用　
５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

共
通
事
項

対
象　
小
学
生
以
上

※�

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参
加
く

だ
さ
い
（
持
ち
物
は
不
要
）

申�

込
み　
７
月
１１
日
㈯
～

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
、
名

前
・
住
所
・
電
話
番
号
・
学
校

名
・
学
年
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�「
ラ
イ
ブ
ラ
イ
ブ
ラ
イ
ブ
」

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会�

㈱
イ
ー
シ
ー
内　
井
上

�

☎
７
７
３

－

２
１
１
１

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３

－

２
０
３
５

メ
ー
ル
：ec-inoue�

�
@
sekidenki.jp

第
８
回
南
魚
沼
市

「
ラ
イ
ブ
ラ
イ
ブ
ラ
イ
ブ
」

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５

～
出
場
者
・
出
店
者
募
集
～

　

ス
テ
ー
ジ
で
、
ダ
ン
ス
・
歌
・

演
奏
・
お
笑
い
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
し
ま
せ
ん
か
！�

　

飲
食
店
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
販
売
の
出
店
者
も
募
集
！

日
時　
９
月
５
日
㈯

　

午
前
１１
時
～
午
後
７
時

会
場　
八
色
の
森
公
園

野
外
ス
テ
ー
ジ
・
出
店
ブ
ー
ス

締
切
り　
８
月
２１
日
㈮

※�

ス
テ
ー
ジ
出
場
者
は
応
募
多
数

の
場
合
、
実
行
委
員
会
で
抽
選

（
１５
組
程
度
を
予
定
）

費�

用　
参
加
運
営
協
力
金
と
し
て

出
場
者�

１
組
３
，０
０
０
円

（
小
中
高
の
学
生
は

�

１
組
１
，５
０
０
円
）

　

出
店
者�

１
，５
０
０
円

【
問
合
せ
】
消
防
本
部

　
消
防
庶
務
課�

消
防
団
係

�

☎
７
８
２

－

０
８
６
０

新
潟
県
消
防
大
会
ポ
ン
プ

操
法
競
技
会
に
出
場

　

７
月
２６
日
㈰
、
阿
賀
町
で
開
催

の
新
潟
県
消
防
大
会
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
に
、
南
魚
沼
市
消
防
団
を

代
表
し
、
六
日
町
方
面
隊
第
１
分

団
第
４
部
〔
余
川
・
学
校
町
・
飯

綱
町
・
小
栗
山
〕
が
出
場
し
ま
す
。

　

冬
期
間
か
ら
厳
し
い
練
習
を
積

み
重
ね
て
き
た
第
４
部
の
団
員
を
、

応
援
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

�

南
魚
沼
地
域
振
興
局�

健
康

福
祉
環
境
部�

企
画
調
整
課

�

☎
７
７
２

－

８
１
３
６

南
魚
沼
地
域
住
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催

「
自
分
ら
し
く
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
た
い
！

看
取
り
、
看
取
ら
れ
る
時

代
が
や
っ
て
く
る
」

　

高
齢
・
病
気
で
体
が
不
自
由
に

な
っ
て
も
、
在
宅
医
療
・
介
護
シ

ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
れ
ば
、
住
み

慣
れ
た
家
や
地
域
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
ま
す
。
南
魚
沼
地
域
で
も
在

宅
生
活
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

吹
奏
楽
を
聴
き
な
が
ら
、
自
宅

で
過
ご
す
医
療
と
介
護
を
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
在

宅
療
養
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

日
時　
７
月
２６
日
㈰

　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
市
民
会
館

　

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　
南
魚
沼
地
域
在
住
の
人

内�

容　
①
吹
奏
楽
演
奏
［
県
立
六

日
町
高
等
学
校�

吹
奏
楽
部
］

②
講
演
「
自
分
の
居
場
所
づ
く

り
し
て
い
ま
す
か
？�

佐
久
地

域
の
取
組
み
か
ら
」［
座
長
：

医
療
法
人
社
団
萌
気
会�

理
事

長�

黒
岩
卓
夫
、
講
師
：
長
野

県
厚
生
連�

佐
久
総
合
病
院�

診

療
部
長�

北
澤
彰
浩
］

費�

用　
無
料

※
事
前
申
込
み
不
要

定
員　
３
０
０
人

【
問
合
せ
】

　
建
設
課�

維
持
管
理
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
４

「
魚
野
川
河
川
美
化
運
動
」

参
加
者
募
集

　

ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
は
、
５
月
～
１０
月

の
毎
月
第
４
土
曜
日
に
１
時
間
程

度
、
六
日
町
大
橋
付
近
の
河
川
敷

で
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

注�

意
事
項　
傷
害
保
険
な
ど
の
加

入
は
な
い
の
で
、
個
人
責
任
で

参
加
で
き
る
人

７�

月
の
活
動　
７
月
２５
日
㈯

午
前
６
時
～
、
六
日
町
大
橋
の

下
集
合
（
坂
戸
側
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

Ｂ
Ｍ
Ｓ
南
魚
沼
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
大
原
運
動
公

園
指
定
管
理
者
）

�

☎
７
８
３

－

３
５
３
３

「
女
性
だ
け
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
ヨ
ガ
教
室
」

参
加
者
募
集

　

初
心
者
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
！�

ヨ
ガ
で
心
も
身
体
も
健
康

に
な
り
ま
し
ょ
う
！

期�

間　
７
月
２７
日
～
９
月
１４
日
の

毎
週
月
曜
日
（
全
８
回
）

時�

間　
午
後
７
時
３０
分
～
８
時
３０

分
会�

場　

大
原
運
動
公
園
野
球
場�

多
目
的
ル
ー
ム

対
象　
女
性
（
年
齢
不
問
）

参�

加
費　
５
０
０
０
円
（
全
８
回
、

保
険
料
含
む
）

定
員　
１５
人�

締
切
り　
７
月
１８
日
㈯
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News Plaza
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援

会
（
村
山
）

�

☎
０
２
５

－

２
８
２

－

０
０
１
１

試
合
観
戦
の
招
待

２
０
１
５
明
治
安
田
生
命

Ｊ
１
リ
ー
グ 

２
ｎ
ｄ
ス

テ
ー
ジ 
第
８
節

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟 

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

日�

時　
８
月
２２
日
㈯
（
試
合
開
始

時
間
：
午
後
７
時
）

会�

場　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
（
チ
ケ
ッ
ト
は
Ｓ
・

Ｅ
ス
タ
ン
ド
自
由
席
）

応
募
条
件　
南
魚
沼
市
在
住
者

募
集
人
数　
５
０
０
人

※�

招
待
券
の
申
込
み
は
、
自
由
席

２
枚
ま
で
。
３
枚
以
上
希
望
の

場
合
は
、
優
待
価
格
で
販
売

あ�

て
先
・
応
募
方
法　
左
記
の
記

入
例
を
参
考
に
応
募
く
だ
さ
い
。

〔
往
復
ハ
ガ
キ
は
各
自
で
用
意

く
だ
さ
い
〕

応
募
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１
通

限
り
有
効
〔
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
〕

締
切
り　
８
月
７
日
㈮
必
着

受�

け
渡
し　
招
待
の
可
否
を
返
信

用
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
〔
８
月

１４
日
㈮
こ
ろ
を
予
定
〕

電
話
で
の
可
否
の
問
合
せ
は
、

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

観
戦
は
、
返
信
ハ
ガ
キ
を
持
参

し
、
Ｅ
ゲ
ー
ト
前
広
場
に
設
置

の
「
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
」
で
、

チ
ケ
ッ
ト
と
引
換
え
後
に
入

場
・
観
戦

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
市
野
球
連
盟

☎
０
８
０

－

５
５
３
８

－
５
０
４
６

�

（
山
田
）

☎
０
９
０

－
１
６
５
３

－

４
６
１
６

�

（
小
倉
）

南
魚
沼
市
野
球
連
盟

「
市
長
杯
一
般
野
球
大
会
」

参
加
チ
ー
ム
募
集

日�

時
　

予
選
：
７
月
２６
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
～

　

�

決
勝
：
８
月
２
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～

※�

雨
天
の
場
合
は
次
の
日
曜
日
以

降
に
順
延
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は

チ
ー
ム
で
統
一
が
必
要

会�

場　
二
日
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

参�

加
費　

野
球
連
盟
登
録
チ
ー

ム
：
３
，０
０
０
円
、
野
球
連

盟
未
登
録
チ
ー
ム
：
１
０
，０

０
０
円

申
込
み　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

締
切
り　
７
月
１５
日
㈬

抽
選
会　
７
月
２１
日
㈫

午
後
７
時
３０
分
～
〔
市
民
会
館

２
階�

講
座
室
１
〕

※
参
加
費
を
持
参
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

そ
れ
っ
て
「
う
つ
」
じ
ゃ

な
い
？
「
う
つ
・
自
殺
予

防
講
演
会
」
を
開
催

　
「
眠
れ
な
い
」「
な
ん
だ
か
お
っ

く
う
」
な
ど
、
う
つ
病
は
一
生
の

う
ち
に
、
５
人
に
１
人
が
か
か
る

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
身
近
な
病
気
で

す
。

　

自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

関
与
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

直
前
に
う
つ
状
態
で
あ
る
こ
と
が

多
く
、
防
げ
る
場
合
も
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
症
状
に
、
本
人
や
周
囲
の

人
が
早
目
に
気
づ
き
、
対
応
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

う
つ
病
に
つ
い
て
、
精
神
科
の

医
師
か
ら
話
を
聞
け
る
貴
重
な
機

会
で
す
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時　
７
月
２１
日
㈫

　

午
後
７
時
～
８
時
３０
分

内
容　
う
つ
病
の
理
解
と
対
応

講�

師　
市
立
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

病
院
事
業
管
理
者�

宮
永
和
夫

会
場　
大
崎
農
業
会
館

参
加
費　
無
料

※
事
前
申
込
み
不
要

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校��

学
生
課�

入
試
係

�

☎
０
２
５
８

－

３
４

－

９
４
３
４

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５
８

－

３
４

－

９
３
３
９

長
岡
高
専
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
５

日�

時　

８
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰�

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
３
時
３０

分
会�

場　
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

〔
長
岡
市
西
片
貝
町
〕

対
象　
中
学
生
と
保
護
者
な
ど

内�

容　

学
校
説
明
、
施
設
見
学
、

体
験
学
習
な
ど

申�

込
み
受
付　
７
月
１
日
㈬
～
３１

日
㈮

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
大
和
観
光
協
会

�

☎
７
７
７

－

３
０
５
４

大
和
地
区
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　
８
月
６
日
㈭

会
場　
越
後
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
〔
魚
沼
市
東
中
〕

費
用　
４
，０
０
０
円

締
切
り　
７
月
２０
日（
月
・
祝
）

※�

時
間
な
ど
の
詳
細
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
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News Plaza
高齢者叙勲「旭日単光章」を受章　山口 昭さん〔八幡〕元六日町議会議員

　山口 昭さんは、昭和36年5月から3期12年にわたり、六日町議会
議員として、地方自治の推進などに尽力されました。
　受章された山口さんは、「議会で12年間、ゆりかごから墓場まで、
人生の大切な部分に関わる社会文教委員を一貫して務めました。この
叙勲に恥じずに、余生をがんばりたいと思います」と、語りました。
※ 高齢者叙勲は、国家や公共のために功労があった88歳になられた

人に授与されるものです

南魚沼市図書館、来館者数が30万人となりました～ 6月15日㈪～
　昨年の6月1日に開館をした南魚沼市図書館は、来館者数が30万人
となりました。
　30万人目の来館者となったのは、石田 芳さん〔欠之下〕。
　石田さんは、「突然に30万人目と言われ、本当にびっくりしました。
駅前に図書館が開館してからは、買い物や医者にかかりがてらに、本
を借りに寄るようになりました」と、語りました。

第6回南魚沼グルメマラソンが開催されました～ 6月14日㈰～
　浦佐の「八色の森公園」をメイン会場に、第6回南魚沼グルメマラ
ソンが開催されました。今までの最多となる約4,900人のランナーが
参加し、初夏の南魚沼を元気に駆け抜けました。
　第2回大会から東日本大震災の復興を願い、大会を重ねてきました
が、合言葉の「R

ラ ン

UN F
フ ォ ア

OR T
ツ モ ロ ー

OMORROW」が大会ソングとして完成
し、大会後のイベントで初披露されました。松任谷正隆さんなどの演
奏のもとで、多くの人が「春よ、来い」とともに熱唱しました。

「災害時における浄化槽等の応急復旧等に関する協定」を締結～ 6月4日㈭～
　南魚沼市と新潟県浄化槽整備協会南魚沼支部は、「災害時における
浄化槽等の応急復旧等に関する協定」を締結しました。
　亀山南魚沼支部長は、「この協定を機に、安心・安全なまちづくり
に貢献できるよう防災活動を積極的に推進します」と、語りました。
　井口市長は、「災害時に困るのが飲み水とトイレです。事前に対策
をしておかないと混乱を避けられません。被災時に、みなさんからの
応援活動は、大きな力になると思います」と、語りました。

大原運動公園多目的グラウンドのオープニングセレモニーを開催～ 5月24日㈰～
　式典で井口市長は、「冬期間は使えませんが、雪国であればこそ、このような施設を造り、子ども
たちにすばらしい環境を与えたいという思いで進めてきました。子ど
もたちがこの施設を利用し、たくましく育ち、ふるさとに愛着を持っ
ていただきたいと思います」と、挨拶をしました。
　式典後に開催されたサッカーと野球教室に、市内の小学生167人が
参加し、サッカーの新潟アルビレックス、野球の新潟アルビレックス
BCの選手などから指導を受け、基礎技術や精神面を真新しい多目的
グラウンドで学びました。
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発
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南
魚

沼
市

　
〒

949－6696 新
潟

県
南

魚
沼

市
六

日
町
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電

話
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代
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）
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集
総

務
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秘
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み
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■
発
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2015年
7月

1日
　

第
128号

　先月のグルメマラソンでは、多くのラン
ナーがさわやかに汗を流し、ゴール後の笑

顔がとても印象的でした。本格的な夏を迎え、スポーツをはじ
め川遊びや登山、キャンプなど、夏ならではの過ごし方を楽し
む人も多いと思います。私も活動的にこの夏を楽しみたいと思
います。 （秘書広報室　小澤）

編集後記

今月の表紙 　6月14日に開催されたグルメマラソン。国際大
学校内を駆け抜け、ゴールをめざします。

市民の動き
（平成27年5月末日現在）

◦人口 59,164人（先月比 －58）
◦男 28,919人（先月比 －30）� ◦女 30,245人（先月比 －28）
◦世帯数 19,724戸（先月比 －12）

日にち 行事名・時間・会場など

4日㈯

六日町地区 第1回「そだち学級」
10：00 ～ 11：30　�ふれ愛支援センター

大巻・城内・五十沢3地区合同
 第1回「そだち学級」
10：00 ～ 11：20　五日町保育園

9日㈭
コミュニケーション・セミナー
14：00 ～ 15：30　�子ども・若者育成支援センター

11日㈯

『わが子の自立を願う家族の集い』
13：30 ～ 15：30　�子ども・若者育成支援センター

読書のつどい
14：00 ～ 15：30　南魚沼市図書館�多目的室

16日㈭
心理相談
14：00 ～ 15：00　�子ども・若者育成支援センター

19日㈰
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
10：00 ～ 12：00　イオン六日町

24日㈮
乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00 ～ 11：30　大和公民館

27日㈪

第７回農業委員会総会
14：00 ～　大和庁舎３階�旧議場

心理相談
10：00 ～ 11：00　�子ども・若者育成支援センター

2015 July CALENDAR7月のカレンダー

行政
困りごと
相談

7月13日㈪ 13：30 ～ 15：30　�働く婦人の家〔浦佐〕
7月16日㈭ 13：30 ～ 15：30　��本庁舎
7月21日㈫ 13：30 ～ 16：00　�塩沢老人福祉センター

【問合せ】総務課�防災庶務班　☎773－6660

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育児
相談」などに利用ください。

【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754
◦時間　9：30 ～ 15：30
各地区★印の会場で開催します。

★大和会場　大和庁舎（3F）
　毎週 月・火・木曜日
　◦7月23日㈭　10：30～
　　支援講座「体の発育と予防接種」講師：保健師

★六日町会場　ふれ愛支援センター（2F）
　毎週 月～土曜日
　◦7月8日㈬　10：30～
　　支援講座「体の発育と予防接種」講師：保健師

★塩沢会場　塩沢庁舎（北棟2F）
　毎週 火・水・金曜日
　◦7月15日㈬　10：30～
　　支援講座「体の発育と予防接種」講師：保健師

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
　保険料として1人10円をお願いします

ほのぼの広場

・�急病の際に受診を希望する場合は、各医療機関に電話で
事前連絡をしてください

・�症状に応じて他施設での受診を勧められる場合がありま
す
◆魚沼基幹病院　☎777－3200
　救急の受入れ体制を24時間整えています。緊急度や重
症度の高い順に対応するため、場合によっては診療の順番
が前後する可能性があります。
◆脳神経外科の救急医療
　齋藤記念病院　☎773－5111
　脳神経外科の救急の受入れ体制を24時間整えています。
◆内科・小児科の休日救急医療当番（軽症者対応）

　魚沼基幹病院の開院に伴い、休日救急診療所は内科・小
児科のみの開設となります。急な怪我や重症度の高い場合
などは魚沼基幹病院（☎777－3200）に問い合わせてく
ださい
◆新潟県『小児救急医療電話相談』
　（☎025－288－2525）
　夜間に子どもの具合が悪くなったときに利用ください。
経験豊富な看護師が、必要に応じて小児科医のアドバイス
を受けながら相談に応じます。（毎日19：00 ～ 23：00）
〈医療機関の適切な利用に協力ください〉
　通常の診療時間内は医師だけでなく、看護師や検査技
師、薬剤師などのスタッフが揃っているので、検査や投薬
などがスムーズに受けられます。できるだけ通常時間内に
受診しましょう。また、医療や健康のことを気軽に相談で
きる「かかりつけ医」を持ちましょう。病状に応じて適切
な医療機関に紹介してもらえるので、いざというときも安
心です。
� 【問合せ】医療対策室　☎773－6706

６月から救急医療体制が
変わりました

７　
　

月

日にち 受付時間 医療機関名 電話番号

4日㈯ 13：30 ～ 16：00 ゆきあかり診療所 788－0760

5日㈰ 9：00 ～ 16：00 休日救急診療所 773－6688

11日㈯ 13：30 ～ 16：00 中之島診療所 782－0130

12日㈰ 9：00 ～ 16：00 休日救急診療所 773－6688


